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平成 20 年３月期 中間業績レビュー 
 



 

１．業績概要 

■売上高 

  ２，３００百万円(前年同期比  １１.０％増) 

■売上総利益 

    ３６２百万円(前年同期比  ３８.０％増) 

■経常利益 

    １５１百万円(前年同期比 ２７２.７％増) 

証券、金融、流通関連のシステム開発需要は引き続き旺盛であり、今

年４月に新設したパートナー推進室の本格稼働で技術者確保が進展

したことにより、これらの需要に応えることができました。 

また、新入社員の早期戦力化、開発事故未然防止策が功を奏したこと

等により、今中間期の業績は売上、利益共に前年同期を上回る実績を

上げることができました。 



 

２．事業別業績              
単位：百万円  

（前年同期比） 

 

 

 

 

・ソフトウェア開発事業は、旺盛な需要を取り込み増収、増益となりました。 

・入力データ作成事業および受託計算事業は、受注量、受注価格とも低迷し、

減収、減益となりました。 

入力データ作成 受託計算 

９５ 

（24.4%減） 

３１ 

（46.7%減） 

５ 

（25.3%減） 

１ 

（8.7%減） 

３５５ 

（40.2%増） 

ソフトウェア開発 

売上高  

売上総利益 

２，１７２ 

（15.2%増） 



 

３．事業別中間業績推移 

 
   ◆ソフトウェア開発事業          ◆入力データ作成事業            ◆受託計算事業 

 

単位：百万円 単位：百万円 単位：百万円 

売
上
高 

売
上
総
利
益 

売
上
総
利
益 

売
上
高 

売
上
高 

売
上
総
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４．貸借対照表 

                 単位：百万円（前年同期） 

 

（資産の部） 

（負債の部） 

Ⅰ．流動負債 

５６２（４８４） 

Ⅰ．流動資産 

２，８７３ （２，５８１） 

Ⅱ．固定負債 

１，２１４（１，１７０） 

Ⅱ．固定資産 

１，００５ （１，１０１） 

負債合計 
１，７７７（１，６５４） 

 

資産合計 

３，８７９ （３，６８２） 

（純資産の部） 

Ⅰ．株主資本 

２，２９２ （２，１８３） 

Ⅱ．評価・換算差額等 

△１９０ （△１５５） 

 純資産合計 

２，１０１ （２，０２８） 

・流動比率は５００％以上の安全性を維持。 

・自己資本比率５０％以上を維持。（５４．２％） 



 

 

 

 

 

 

平成 20 年３月期の業績見通し 



 

５．市場の動向と当社の対応   

ＩＴ市場は、成長を持続 

厳しさを増す 

ＱＣＤへの顧客要求 

企業の社会的使命※1 

ソフトウェア技術者 

の慢性的不足 

選択と集中 

ＰＭＯ／ＰＭＲ 

ＩＳＯ９００１ 

人材育成の 
更なる強化 

技術者確保 

法令遵守 

戦略分野を選定し、人材をシフト 

資源の集中化を推進。 

ＰＭＯ(Project Management Office)を設置、

重要プロジェクトを中心にＰＭＲ(Project 
management Review)※2を実施。ISO9001 準拠 

ITSS(IT Skill Standard)に基ずく、人材モデ

ルとベーシックキャリアパスを設定。 

研修制度を一新し、人材育成を更に強化。 

新卒採用強化、パートナー推進室の本格稼働

により、協力企業との連携強化を図る。 

個人情報保護法 → プライバシーマーク取得済み。 

金融商品取引法(日本版SOX法) → ２００８年４月施行に 

向け準備中。 

その他、会社法、派遣法等々 

※1：企業の不祥事報道が相次ぐ中、善良なる企業市民たることへの社会の眼は厳しさを増していると 

認識しています。 

※2：計画通りにプロジェクトが進捗するよう、社内の有識者がプロジェクト責任者からの報告に対し、 
アドバイスを与える場。 



 

６．業績見通し                    

                   単位：百万円 

 
平成 19 年 3 月期

実績 

平成 20 年 3 月期

見通し 

４，４３２ ４，６００ 
 

  ２０５   ２３０ 
 

売上高 

経常利益 

今中間期の業績は売上、利益共に前年を上回る実績を上げることができま

したが、通期の見通しにつきましては、円高・株安傾向、原油高等が国内

経済全般に影響を与えるリスクに加え、顧客からの受注に関して若干の変

動要素もあることから、売上高、利益とも当初発表予想のまま据え置くこ

とといたします。 



 

７． 業績推移と予想 

     

Ｈ.１８年３月期 Ｈ.１９年３月期
Ｈ.２０年３月期
（予想）

売上高 4,324 4,432 4,600

経常利益 205 205 230

4,324 4,432 4,600
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単位：百万円

 
      


